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　ありyきぞ､;Iも･のが好､をだ。1μヽて出版するま-J.ﾆどんなことかあ･:･たかと

か、家族にどんな･かjjをかけたかとか、将来は研究から足を洗９で女|'一高t.111

ﾐ目こアイスクりーム屋さんをやりたいヒか、そういう話を､i売むのか好きﾉtﾑ　奉

交をμくときには身を引き締めているR･者の緊張がゆるみ、素顔か腿えるとき

があるとうれＬい、もちろん小説でもそんなときがあるけれど、とくに哲学舎

をぷλでいるときに､'ｉ密な議､i1)向こうにあんがい人懐っこそうな表情が吃

えたりすると、な/1だかfljをした気持ちになる｡私もそういう愛すぢきー名'た

j;になら、て、本i11の出版にまつわるエピソードをいろいろ､41:こうとしたのた

が、ど゛lもうまくいかない｡、

　話-の挿がないわけではない｡、むしろありすき･るくらいだ、何Ｌろ博士課程に

入っ3;から博Ｌりをとるまで10年、そこから出版にこぎつけるまでさらに2
･゜‾J°-ﾐｰﾐ･‾-･'･=｀=.I-=｡＝-･－｡ﾐ･＝＝-=｡－－｡｡㎜｡-=｡－＝＝〃=J－＝=■-－＝JJ皿ら皿
年かか･.jているのだから、楽しいこともしんどいこともたくさんあった。けれ

とlhそうしたことを書こうとＬても。読んで笑ってもらえるような経験談で

はなく、愚痴とか恨みつらみになりてＬまう。r1分のことを書くのは雛しい。

それで読む人を楽しませるのはもっと棚しい。そこでそういう話をするのは断
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

念して、ぜひともa'･ｺておきたいことだけをi!1くことにしたい。でも趙煮に

とってはどうマもいい4μのでヽべつに読まなくてもいいですよ。

　しばらく前に、ひさしぶりにハイデガー研究者の荒畑靖宏さんに会ったとき、

「そういえば高吋さん、むかし某研究会の後の懇親会の席で、みかん恥ひjえに

W-.Jて、’俺に10年くれたらラッセルとウィトゲンシュタインの地位を逆転さ

せて貼せる」ってEfってたよね」と日’われた。そんなことざったっけ、とその

とき思ったけれど、だんだん思い出してきた。大庭健先生が目の前でぎ笑して

おられたような気がする。（荒畑さんにはそれ以外にも、あるフランス系倫理学者がシ

ンポジウムで難解な発表をして「どこか分からないところがあったら質問してください」と

呂ったのに対して、払がさっと手を挙げl‾どこが分からないというより、あなたの言うことは

　からトまで分からない」とａった等々、いろいろと過去の悪行を聞かされた。と’うも私は、
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